
２

　

広

島

ガ

ス

　

（

８

月

１

日

付

）

取

締

役

常

務

執

行

役

員

秘

書

部

、

総

務

部

、

環

境

・

社

会

貢

献

部

、

経

理

部

担

当

（

取

締

役

常

務

執

行

役

員

総

務

部

長

、

秘

書

部

、

環

境

・

社

会

貢

献

部

、

経

理

部

担

当

）

沖

田

康

孝

▽

取

締

役

常

務

執

行

役

員

生

産

事

業

部

長

兼

エ

ン

ジ

ニ

ア

リ

ン

グ

部

長

、

資

源

・

海

外

業

務

部

担

当

（

取

締

役

常

務

執

行

役

員

生

産

事

業

部

長

、

資

源

・

海

外

業

務

部

担

当

）

水

野

直

人

▽

執

行

役

員

総

務

部

長

（

執

行

役

員

経

理

部

長

）

大

野

暢

寛

▽

秘

書

部

長

（

生

産

事

業

部

エ

ン

ジ

ニ

ア

リ

ン

グ

部

長

）

松

田

茂

▽

経

理

部

長

（

秘

書

部

長

）

柴

原

健

司

　
２２０２５年（令和７年）７ 月 ２１ 日（毎週月曜日発行・週刊）

（第三種郵便物認可）

　

　　経営・政策　　

　

ガ

ス

エ

ネ

ル

ギ

ー

新

聞

は

�

日

、

東

京

都

港

区

の

Ａ

Ｐ

虎

ノ

門

で

２

０

２

５

年

度

第

２

回

の

「

総

合

エ

ネ

ル

ギ

ー

時

代

研

究

会

」

（

会

員

�

社

）

を

開

い

た

＝

写

真

。

東

京

ガ

ス

の

八

尾

祐

美

子

執

行

役

員

原

料

部

長

が

「

多

様

化

す

る

世

界

の

Ｌ

Ｎ

Ｇ

取

引

」

を

テ

ー

マ

に

講

演

。

会

員

発

表

で

は

、

ラ

イ

ン

ワ

ー

ク

ス

イ

ン

ダ

ス

ト

リ

ー

デ

ベ

ロ

ッ

プ

メ

ン

ト

営

業

第

二

本

部

の

吉

原

亮

平

氏

が

ガ

ス

事

業

者

向

け

に

提

案

す

る

サ

ー

ビ

ス

に

つ

い

て

紹

介

し

た

。

　

東

京

ガ

ス

八

尾

執

行

役

員

は

、

世

界

に

お

け

る

天

然

ガ

ス

の

貿

易

に

つ

い

て

説

明

。

欧

州

で

は

以

前

、

パ

イ

プ

ラ

イ

ン

に

よ

る

取

引

が

主

体

だ

っ

た

が

、

ロ

シ

ア

の

ウ

ク

ラ

イ

ナ

侵

攻

後

は

、

欧

州

で

も

Ｌ

Ｎ

Ｇ

輸

入

を

増

や

し

て

い

る

と

し

た

。

Ｌ

Ｎ

Ｇ

受

け

入

れ

基

地

の

拡

張

や

、

新

規

の

Ｌ

Ｎ

Ｇ

長

期

契

約

締

結

等

の

具

体

的

な

動

き

が

出

て

い

る

こ

と

を

紹

介

し

た

。

　

東

京

ガ

ス

の

Ｌ

Ｎ

Ｇ

調

達

に

つ

い

て

は

、

調

達

先

、

契

約

内

容

な

ど

に

つ

い

て

多

様

化

を

進

め

て

い

る

こ

と

を

説

明

。

調

達

先

に

つ

い

て

は

Ｌ

Ｎ

Ｇ

を

サ

ハ

リ

ン

、

北

米

、

モ

ザ

ン

ビ

ー

ク

、

マ

レ

ー

シ

ア

、

西

豪

州

な

ど

か

ら

調

達

し

て

い

る

と

述

べ

、

契

約

内

容

に

つ

い

て

は

、

原

油

・

ヘ

ン

リ

ー

ハ

ブ

・

Ｎ

Ｂ

Ｐ

（

英

国

の

天

然

ガ

ス

価

格

指

標

）

連

動

な

ど

の

組

み

合

わ

せ

、

仕

向

け

地

の

自

由

化

な

ど

を

取

り

入

れ

て

い

る

と

し

た

。

　

ラ

イ

ン

ワ

ー

ク

ス

吉

原

氏

は

、

ガ

ス

業

界

の

現

場

が

抱

え

る

課

題

と

し

て

①

紙

帳

票

で

の

点

検

・

報

告

②

電

話

で

の

情

報

伝

達

・

受

け

付

け

③

ベ

テ

ラ

ン

依

存

の

業

務

（

属

人

化

）

④

現

場

と

本

社

の

分

断

⑤

Ｉ

Ｔ

人

材

の

不

足

―

―

を

挙

げ

た

。

　

そ

の

上

で

、

こ

れ

ら

課

題

解

決

の

た

め

の

製

品

と

し

て

、

社

内

外

で

の

や

り

取

り

が

一

つ

の

ア

プ

リ

で

完

結

で

き

る

「

ラ

イ

ン

ワ

ー

ク

ス

」

、

有

人

オ

ペ

レ

ー

タ

ー

に

代

わ

っ

て

Ａ

Ｉ

（

人

工

知

能

）

が

電

話

対

応

す

る

「

ラ

イ

ン

ワ

ー

ク

ス

Ａ

ｉ

Ｃ

ａ

ｌ

ｌ

」

、

Ａ

Ｉ

―

Ｏ

Ｃ

Ｒ

（

光

学

的

文

字

認

識

）

で

紙

帳

票

を

自

動

で

デ

ジ

タ

ル

化

し

、

手

書

き

転

記

や

集

計

を

効

率

化

で

き

る

「

ラ

イ

ン

ワ

ー

ク

ス

Ｏ

Ｃ

Ｒ

」

な

ど

を

紹

介

し

た

。

　

ガ

ス

エ

ネ

ル

ギ

ー

新

聞

は

最

新

エ

ネ

ル

ギ

ー

事

情

視

察

ツ

ア

ー

を

�

、

�

日

に

わ

た

っ

て

鳥

取

市

内

で

行

い

、

�

社

�

人

が

参

加

し

た

。

１

日

目

は

日

本

ガ

ス

協

会

（

Ｊ

Ｇ

Ａ

）

が

国

内

外

の

ｅ

―

メ

タ

ン

プ

ロ

ジ

ェ

ク

ト

な

ど

に

つ

い

て

講

演

。

さ

ら

に

鳥

取

ガ

ス

と

日

本

ガ

ス

が

エ

ネ

ル

ギ

ー

の

地

産

地

消

に

つ

い

て

取

り

組

み

を

紹

介

し

た

。

２

日

目

は

カ

ナ

デ

ビ

ア

が

鳥

取

市

の

下

水

処

理

場

で

進

め

る

下

水

汚

泥

消

化

ガ

ス

由

来

の

ｅ

―

メ

タ

ン

製

造

実

証

に

つ

い

て

説

明

し

た

後

、

実

証

機

を

見

学

し

た

。

（

吉

田

　

愛

）

�

左

手

前

が

ｅ

―

メ

タ

ン

実

証

設

備

建

屋

�

２

束

の

水

素

カ

ー

ド

ル

　

Ｊ

Ｇ

Ａ

企

画

部

の

工

月

良

太

上

席

調

査

役

は

、

国

内

の

ｅ

―

メ

タ

ン

プ

ロ

ジ

ェ

ク

ト

の

一

覧

を

示

し

、

ガ

ス

事

業

者

が

国

内

メ

ー

カ

ー

と

連

携

し

て

実

証

プ

ラ

ン

ト

を

立

ち

上

げ

て

い

る

事

例

を

紹

介

。

Ｅ

Ｕ

（

欧

州

連

合

）

に

お

け

る

ｅ

―

メ

タ

ン

の

製

造

量

ト

ッ

プ

は

フ

ィ

ン

ラ

ン

ド

で

、

現

在

６

拠

点

に

お

い

て

プ

ロ

ジ

ェ

ク

ト

が

進

行

中

。

最

大

で

年

間

約

５

千

万

立

方

㍍

の

生

産

能

力

が

あ

る

こ

と

な

ど

を

解

説

し

た

。

　

鳥

取

ガ

ス

は

竹

中

淳

取

締

役

と

ビ

ジ

ネ

ス

推

進

グ

ル

ー

プ

ビ

ジ

ネ

ス

営

業

チ

ー

ム

の

山

根

研

一

係

長

が

登

壇

。

再

生

可

能

エ

ネ

ル

ギ

ー

の

電

源

開

発

に

取

り

組

み

、

東

郷

太

陽

光

発

電

所

（

出

力

２

３

４

９

㌔

㍗

）

や

秋

里

下

水

処

理

場

バ

イ

オ

マ

ス

発

電

所

（

２

０

０

㌔

㍗

）

を

運

営

。

地

域

内

の

再

エ

ネ

電

力

を

調

達

し

、

�

年

度

時

点

で

電

源

全

体

の

約

�

％

を

再

エ

ネ

で

賄

っ

て

い

る

。

こ

れ

ら

の

電

源

を

鳥

取

市

と

出

資

し

た

小

売

電

気

事

業

会

社

「

と

っ

と

り

市

民

電

力

」

が

活

用

し

て

い

る

と

説

明

し

た

。

　

日

本

ガ

ス

は

宮

元

龍

一

取

締

役

が

講

演

を

行

っ

た

。

鹿

児

島

市

と

協

力

し

、

�

年

か

ら

清

掃

工

場

で

製

造

し

た

バ

イ

オ

ガ

ス

を

都

市

ガ

ス

の

原

料

と

し

て

受

け

入

れ

て

い

る

取

り

組

み

を

説

明

。

受

け

入

れ

量

は

年

間

１

５

０

万

ノ

ル

マ

ル

立

方

㍍

で

、

年

間

供

給

量

の

１

・

５

％

程

度

に

な

る

。

市

内

の

ご

み

か

ら

製

造

し

た

エ

ネ

ル

ギ

ー

を

市

民

に

還

元

す

る

循

環

シ

ス

テ

ム

の

構

築

に

寄

与

し

て

い

る

こ

と

を

語

っ

た

。

目

標

値

を

達

成

　

２

日

目

は

、

カ

ナ

デ

ビ

ア

の

環

境

事

業

本

部

資

源

循

環

事

業

推

進

部

の

林

俊

介

部

長

代

理

が

鳥

取

市

の

秋

里

下

水

終

末

処

理

場

で

行

っ

て

い

る

ｅ

―

メ

タ

ン

製

造

に

つ

い

て

解

説

し

た

。

同

社

は

「

Ｅ

ｘ

―

ｓ

ｉ

ｔ

ｕ

」

（

槽

外

）

型

メ

タ

ネ

ー

シ

ョ

ン

技

術

に

よ

る

検

証

を

実

施

中

。

Ｅ

ｘ

―

ｓ

ｉ

ｔ

ｕ

は

、

消

化

槽

の

外

に

メ

タ

ン

化

反

応

槽

を

設

置

。

メ

タ

ン

の

高

効

率

化

と

高

濃

度

化

を

実

現

で

き

る

と

い

う

。

　

こ

れ

ま

で

生

成

ガ

ス

中

の

メ

タ

ン

濃

度

は

�

％

以

上

を

達

成

。

１

日

の

ｅ

―

メ

タ

ン

生

成

速

度

は

汚

泥

量

１

㍑

当

た

り

目

標

の

�

ノ

ル

マ

ル

㍑

を

超

え

る

約

�

ノ

ル

マ

ル

㍑

と

な

っ

て

い

る

。

　

実

証

は

国

の

補

助

金

を

活

用

し

た

「

Ｆ

Ｓ

調

査

」

段

階

で

、

今

年

度

で

終

了

。

ｅ

―

メ

タ

ン

を

都

市

ガ

ス

原

料

と

し

て

使

用

で

き

る

か

を

検

証

し

つ

つ

、

実

規

模

設

備

で

の

検

証

を

検

討

す

る

。

　

当

日

、

実

証

機

を

視

察

し

た

。

メ

タ

ン

化

反

応

槽

で

消

化

汚

泥

が

水

素

に

反

応

し

て

泡

立

ち

、

生

成

ガ

ス

に

な

る

様

子

を

見

る

こ

と

が

で

き

た

。

使

用

す

る

水

素

カ

ー

ド

ル

（

集

合

容

器

）

は

�

本

１

束

（

計

１

４

０

立

方

㍍

）

を

２

束

設

置

し

、

１

本

の

管

か

ら

メ

タ

ン

化

反

応

槽

に

送

ら

れ

る

。

水

素

は

消

化

汚

泥

に

溶

け

に

く

い

た

め

、

圧

力

調

整

を

行

い

、

気

圧

を

上

げ

る

こ

と

で

溶

解

度

を

上

げ

、

反

応

速

度

を

上

げ

て

い

る

。

丸

山

一

洋

東

海

ガ

ス

社

長

（

左

）

、

北

村

正

平

藤

枝

市

長

森

本

龍

男

自

転

車

セ

ン

タ

ー

理

事

長

（

左

）

、

吉

田

顕

河

内

長

野

ガ

ス

社

長

協

定

書

を

掲

げ

る

小

西

雅

子

東

京

ガ

ス

常

務

執

行

役

員

（

左

）

と

大

谷

明

ひ

た

ち

な

か

市

長

　

カ

ー

ボ

ン

ク

レ

ジ

ッ

ト

の

開

発

・

販

売

事

業

を

手

掛

け

る

ス

タ

ー

ト

ア

ッ

プ

企

業

の

ク

レ

ア

ト

ゥ

ラ

（

東

京

都

港

区

）

は

�

日

、

Ｊ

ク

レ

ジ

ッ

ト

の

創

出

と

脱

炭

素

活

動

の

加

速

を

目

指

す

「

カ

ー

ボ

ン

・

シ

ナ

ジ

ー

・

コ

ン

ソ

ー

シ

ア

ム

」

を

設

立

し

た

と

発

表

し

た

。

会

員

企

業

は

�

社

で

、

都

市

ガ

ス

事

業

者

で

は

ク

レ

ア

ト

ゥ

ラ

と

業

務

提

携

し

て

い

る

東

京

ガ

ス

の

ほ

か

、

宮

崎

ガ

ス

が

参

加

し

た

。

　

河

内

長

野

ガ

ス

と

一

般

財

団

法

人

自

転

車

セ

ン

タ

ー

（

大

阪

府

河

内

長

野

市

）

は

、

同

市

内

で

財

団

が

運

営

す

る

レ

ジ

ャ

ー

施

設

・

関

西

サ

イ

ク

ル

ス

ポ

ー

ツ

セ

ン

タ

ー

の

敷

地

の

一

部

を

、

大

規

模

災

害

時

に

河

内

長

野

ガ

ス

が

借

り

る

協

定

を

締

結

し

た

。

　

河

内

長

野

ガ

ス

は

他

地

域

の

ガ

ス

事

業

者

か

ら

復

旧

等

の

応

援

を

受

け

入

れ

る

際

、

車

両

や

資

材

の

置

き

場

な

ど

の

活

動

拠

点

と

し

て

利

用

で

き

る

。

使

え

る

の

は

同

セ

ン

タ

ー

敷

地

内

駐

車

場

の

一

部

最

大

４

４

５

台

分

。

場

所

は

同

社

の

本

社

ビ

ル

か

ら

車

で

�

分

程

度

の

距

離

に

あ

る

。

　

ガ

ス

事

業

者

は

、

大

規

模

地

震

な

ど

で

被

災

し

た

際

、

ガ

ス

供

給

設

備

の

迅

速

な

復

旧

に

向

け

て

、

近

隣

あ

る

い

は

全

国

の

ガ

ス

事

業

者

か

ら

応

援

を

受

け

入

れ

る

こ

と

が

あ

る

。

そ

の

際

に

各

ガ

ス

事

業

者

の

活

動

拠

点

や

資

材

置

き

場

、

車

両

の

駐

車

場

な

ど

の

土

地

の

確

保

が

課

題

に

な

る

た

め

、

平

時

か

ら

自

治

体

や

民

間

企

業

な

ど

と

協

定

を

結

び

、

そ

の

敷

地

を

確

保

し

て

い

る

。

　

茨

城

県

ひ

た

ち

な

か

市

と

東

京

ガ

ス

は

７

月

�

日

、

「

カ

ー

ボ

ン

ニ

ュ

ー

ト

ラ

ル

（

Ｃ

Ｎ

）

な

ま

ち

づ

く

り

に

向

け

た

連

携

協

定

」

を

締

結

し

た

。

同

市

は

協

定

締

結

を

契

機

に

、

再

生

可

能

エ

ネ

ル

ギ

ー

の

導

入

や

環

境

に

配

慮

し

た

エ

ネ

ル

ギ

ー

教

育

の

実

施

な

ど

、

さ

ま

ざ

ま

な

取

り

組

み

を

検

討

す

る

。

締

結

式

に

は

大

谷

明

ひ

た

ち

な

か

市

長

と

小

西

雅

子

東

京

ガ

ス

常

務

執

行

役

員

地

域

共

創

カ

ン

パ

ニ

ー

長

ら

が

出

席

し

た

。

　

大

谷

市

長

は

「

当

市

は

２

０

２

１

年

３

月

に

、

�

年

ま

で

に

二

酸

化

炭

素

排

出

量

実

質

ゼ

ロ

を

目

指

す

こ

と

を

表

明

し

、

脱

炭

素

社

会

の

実

現

に

向

け

た

取

り

組

み

を

進

め

て

い

る

。

こ

の

た

び

の

協

定

締

結

で

、

東

京

ガ

ス

の

Ｃ

Ｎ

に

関

す

る

知

見

を

お

借

り

し

、

緊

密

な

相

互

連

携

に

基

づ

い

た

取

り

組

み

が

で

き

る

こ

と

を

大

変

心

強

く

思

う

。

Ｃ

Ｎ

な

ま

ち

づ

く

り

を

実

現

す

る

に

は

、

事

業

者

、

市

民

、

行

政

が

三

位

一

体

と

な

っ

て

取

り

組

む

必

要

が

あ

る

」

と

あ

い

さ

つ

し

た

。

　

小

西

常

務

執

行

役

員

は

「

当

社

グ

ル

ー

プ

が

創

業

以

来

培

っ

て

き

た

お

客

さ

ま

か

ら

の

信

頼

や

地

域

密

着

力

を

生

か

し

、

ひ

た

ち

な

か

市

と

連

携

で

き

る

こ

と

を

大

変

嬉

し

く

思

う

。

ひ

た

ち

な

か

市

と

の

価

値

共

創

に

よ

り

、

地

域

課

題

の

解

決

お

よ

び

持

続

可

能

な

ま

ち

づ

く

り

に

取

り

組

む

」

と

述

べ

た

。

　

東

京

ガ

ス

労

働

組

合

（

矢

口

樹

執

行

委

員

長

）

は

�

日

、

東

京

都

内

で

第

�

回

定

期

大

会

を

開

き

、

来

年

２

月

の

組

合

設

立

�

周

年

に

向

け

て

�

月

�

日

に

東

京

都

江

東

区

有

明

３

の

東

京

ビ

ッ

グ

サ

イ

ト

で

「

が

す

フ

ェ

ス

タ

」

を

開

催

す

る

こ

と

が

特

別

報

告

さ

れ

た

。

ま

た

、

①

組

織

体

制

の

発

展

・

飛

躍

②

労

働

条

件

の

維

持

・

向

上

③

経

営

諸

課

題

へ

の

対

応

―

―

を

ポ

イ

ン

ト

と

す

る

２

０

２

５

年

度

運

動

方

針

を

決

め

た

。

　

矢

口

委

員

長

は

�

年

度

を

振

り

返

り

「

東

京

ガ

ス

ネ

ッ

ト

ワ

ー

ク

が

仲

間

に

加

わ

り

確

実

に

活

動

へ

の

理

解

・

浸

透

が

図

ら

れ

た

。

し

か

し

参

加

率

を

見

る

と

一

層

高

め

て

い

く

必

要

が

あ

る

と

認

識

し

て

い

る

。

春

闘

で

は

、

３

年

連

続

の

ベ

ー

ス

ア

ッ

プ

が

で

き

た

が

、

来

春

に

向

け

て

早

い

段

階

か

ら

取

り

組

む

こ

と

が

重

要

だ

」

と

述

べ

た

＝

写

真

。

設

立

�

周

年

事

業

に

つ

い

て

は

「

記

念

イ

ベ

ン

ト

を

東

京

ビ

ッ

グ

サ

イ

ト

で

開

催

す

る

が

、

組

合

を

さ

ら

に

成

長

発

展

さ

せ

存

在

意

義

を

高

め

て

い

く

た

め

に

、

ご

意

見

を

い

た

だ

き

な

が

ら

丁

寧

に

取

り

組

み

た

い

」

と

説

明

し

た

。

　

ま

た

、

今

大

会

を

も

っ

て

３

年

間

執

行

委

員

長

を

務

め

た

矢

口

氏

が

退

任

し

、

根

本

直

紀

副

執

行

委

員

長

が

委

員

長

に

就

任

し

た

。

根

本

氏

は

１

９

９

５

年

入

社

。

�

歳

。

　

東

海

ガ

ス

と

静

岡

県

藤

枝

市

は

�

日

、

「

災

害

時

に

お

け

る

支

援

協

力

に

関

す

る

協

定

」

を

締

結

し

た

。

同

日

、

同

市

役

所

で

締

結

式

を

行

っ

た

。

同

社

の

シ

ョ

ー

ル

ー

ム

「

く

り

っ

ぴ

ー

プ

ラ

ザ

藤

枝

店

」

敷

地

内

の

災

害

対

応

型

コ

イ

ン

ラ

ン

ド

リ

ー

「

く

り

っ

ぴ

ー

ラ

ン

ド

リ

ー

藤

枝

店

」

の

土

地

と

非

常

用

設

備

を

活

用

し

、

地

震

や

風

水

害

な

ど

の

災

害

時

に

被

災

者

に

向

け

た

支

援

を

行

う

。

　

協

定

に

基

づ

く

協

力

の

一

つ

は

、

コ

イ

ン

ラ

ン

ド

リ

ー

の

駐

車

場

を

一

時

避

難

場

所

と

し

て

の

利

用

。

も

う

一

つ

は

倉

庫

内

に

保

管

し

て

い

る

Ｌ

Ｐ

ガ

ス

仕

様

の

非

常

用

発

電

機

１

台

（

出

力

９

０

０

㍗

）

、

４

升

炊

き

ガ

ス

炊

飯

器

１

台

、

業

務

用

コ

ン

ロ

２

台

の

地

元

自

治

会

等

へ

の

提

供

。

炊

き

出

し

な

ど

に

活

用

し

て

も

ら

う

方

針

だ

。

　

ま

た

、

２

０

１

１

年

に

両

者

間

で

交

わ

し

た

覚

書

の

下

、

災

害

時

に

同

社

の

商

材

で

も

あ

る

飲

料

水

（

�

㍑

×

１

２

０

０

本

）

を

提

供

す

る

。

　

東

京

ガ

ス

は

５

～

６

月

に

、

千

葉

市

立

幕

張

西

小

学

校

で

省

エ

ネ

行

動

を

促

す

教

育

プ

ロ

グ

ラ

ム

「

サ

ス

テ

ナ

ッ

ジ

教

育

」

を

実

施

し

た

。

こ

の

プ

ロ

グ

ラ

ム

で

は

、

同

校

の

４

年

生

を

対

象

に

、

６

回

に

わ

た

っ

て

身

近

な

エ

ネ

ル

ギ

ー

に

つ

い

て

観

察

し

、

省

エ

ネ

に

つ

い

て

理

解

を

深

め

、

省

エ

ネ

行

動

を

促

し

た

。

同

プ

ロ

グ

ラ

ム

の

実

施

は

政

令

指

定

都

市

で

初

め

て

。

　

今

回

の

取

り

組

み

は

、

東

京

ガ

ス

と

千

葉

市

が

２

０

２

４

年

に

締

結

し

た

「

持

続

可

能

な

地

域

社

会

の

実

現

に

向

け

た

包

括

連

携

協

定

」

に

基

づ

い

て

実

施

し

た

。

具

体

的

に

は

、

同

校

４

年

生

の

全

ク

ラ

ス

１

０

２

名

を

対

象

に

、

総

合

的

な

学

習

の

時

間

を

活

用

し

、

５

月

～

６

月

の

期

間

に

週

に

１

回

�

分

間

で

全

６

回

授

業

を

行

っ

た

。

　

ガ

ス

や

電

気

、

水

道

の

メ

ー

タ

ー

の

観

察

、

地

域

環

境

問

題

と

省

エ

ネ

の

関

係

性

の

理

解

、

省

エ

ネ

行

動

の

体

験

と

そ

の

発

信

、

省

エ

ネ

行

動

の

振

り

返

り

な

ど

を

通

し

て

、

省

エ

ネ

行

動

の

継

続

を

促

し

た

。

　

学

ん

で

き

た

こ

と

を

発

表

す

る

第

５

回

で

は

、

こ

れ

ま

で

に

学

ん

だ

省

エ

ネ

行

動

や

エ

ネ

ル

ギ

ー

の

大

切

さ

を

発

信

す

る

た

め

、

児

童

自

ら

が

新

聞

形

式

で

ま

と

め

て

発

表

し

た

。

授

業

を

受

け

た

児

童

た

ち

か

ら

は

「

発

表

し

た

ら

考

え

が

整

理

で

き

た

」

「

自

分

で

も

で

き

る

こ

と

が

分

か

っ

た

」

な

ど

の

感

想

が

出

た

。

　

最

終

回

で

は

、

児

童

た

ち

が

夏

休

み

の

省

エ

ネ

行

動

に

つ

い

て

自

ら

宣

言

し

た

。

講

師

を

務

め

た

東

京

ガ

ス

都

市

生

活

研

究

所

の

笹

岡

恵

梨

氏

が

「

こ

れ

か

ら

は

み

ん

な

が

省

エ

ネ

の

伝

道

師

と

し

て

私

の

代

わ

り

に

省

エ

ネ

活

動

を

広

め

て

ほ

し

い

」

と

児

童

に

メ

ッ

セ

ー

ジ

を

送

っ

た

。

　

サ

ス

テ

ナ

ッ

ジ

教

育

は

東

京

ガ

ス

都

市

研

な

ど

が

開

発

し

た

。

東

京

ガ

ス

は

こ

れ

ま

で

、

包

括

連

携

協

定

を

結

ん

だ

自

治

体

を

対

象

に

累

計

�

校

で

実

施

。

今

秋

か

ら

は

東

京

都

昭

島

市

や

神

奈

川

県

秦

野

市

で

の

実

施

も

予

定

し

て

い

る

。

　

都

市

ガ

ス

以

外

の

会

員

企

業

は

、

Ｌ

Ｐ

ガ

ス

元

売

り

大

手

の

ア

ス

ト

モ

ス

エ

ネ

ル

ギ

ー

、

Ｎ

Ｔ

Ｔ

西

日

本

１

０

０

％

子

会

社

の

地

域

創

生

Ｃ

ｏ

デ

ザ

イ

ン

研

究

所

、

電

気

自

動

車

関

連

の

ｅ

Ｍ

ｏ

ｔ

ｉ

ｏ

ｎ

　

Ｆ

ｌ

ｅ

ｅ

ｔ

な

ど

。

　

同

コ

ン

ソ

ー

シ

ア

ム

は

会

員

企

業

と

つ

な

が

り

の

あ

る

自

治

体

や

企

業

・

団

体

等

と

連

携

し

、

中

小

企

業

や

家

庭

等

の

環

境

価

値

を

発

掘

し

て

Ｊ

ク

レ

ジ

ッ

ト

を

創

出

す

る

。

　

ク

レ

ア

ト

ゥ

ラ

は

２

０

２

２

年

７

月

の

設

立

以

降

、

カ

ー

ボ

ン

ク

レ

ジ

ッ

ト

や

再

エ

ネ

証

書

を

１

１

０

万

㌧

（

二

酸

化

炭

素

換

算

）

以

上

販

売

し

て

き

た

ほ

か

、

国

内

外

で

カ

ー

ボ

ン

ク

レ

ジ

ッ

ト

の

開

発

に

も

取

り

組

ん

で

い

る

。

　

こ

れ

ら

の

ノ

ウ

ハ

ウ

と

、

Ｊ

ク

レ

ジ

ッ

ト

の

創

出

地

域

・

創

出

量

等

を

管

理

で

き

る

同

社

の

ト

レ

ー

サ

ビ

リ

テ

ィ

シ

ス

テ

ム

「

Ｌ

ｙ

ｎ

ｘ

　

Ｃ

ｏ

ｎ

ｎ

ｅ

ｃ

ｔ

」

を

活

用

し

、

効

率

的

・

効

果

的

に

Ｊ

ク

レ

ジ

ッ

ト

を

創

出

。

売

却

益

を

地

域

に

還

元

し

、

各

地

域

で

脱

炭

素

の

取

り

組

み

を

加

速

さ

せ

る

。

　

ク

レ

ア

ト

ゥ

ラ

に

よ

る

と

、

中

小

企

業

・

家

庭

分

野

で

は

、

太

陽

光

発

電

設

備

や

高

効

率

ボ

イ

ラ

ー

、

エ

ネ

フ

ァ

ー

ム

の

設

置

等

の

排

出

削

減

の

取

り

組

み

に

よ

り

環

境

価

値

が

発

生

し

て

い

る

が

、

カ

ー

ボ

ン

ク

レ

ジ

ッ

ト

の

認

知

度

や

、

創

出

ノ

ウ

ハ

ウ

・

コ

ス

ト

等

が

ネ

ッ

ク

と

な

り

、

そ

の

価

値

が

ク

レ

ジ

ッ

ト

に

変

換

さ

れ

て

お

ら

ず

、

潜

在

価

値

は

大

き

い

と

し

て

い

る

。

　

ま

た

、

同

社

国

内

開

発

部

の

久

下

智

シ

ニ

ア

マ

ネ

ー

ジ

ャ

ー

は

排

出

量

取

引

制

度

「

Ｇ

Ｘ

―

Ｅ

Ｔ

Ｓ

」

の

�

年

度

の

本

格

稼

働

を

見

据

え

、

Ｊ

ク

レ

ジ

ッ

ト

に

対

す

る

ニ

ー

ズ

が

高

ま

る

た

め

、

「

中

小

規

模

の

設

備

か

ら

の

創

出

が

一

層

重

要

に

な

る

」

と

話

す

。

　

東

京

ガ

ス

は

�

年

９

月

か

ら

ク

レ

ア

ト

ゥ

ラ

、

ク

ボ

タ

と

共

同

で

フ

ィ

リ

ピ

ン

に

お

い

て

二

国

間

ク

レ

ジ

ッ

ト

の

創

出

実

証

を

実

施

。

�

年

�

月

に

は

Ｊ

ク

レ

ジ

ッ

ト

創

出

に

関

す

る

業

務

提

携

契

約

を

締

結

し

た

。

　

宮

崎

ガ

ス

は

同

コ

ン

ソ

ー

シ

ア

ム

へ

の

参

加

を

通

じ

、

中

小

企

業

等

が

燃

転

す

る

際

に

Ｊ

ク

レ

ジ

ッ

ト

を

創

出

し

、

売

却

益

で

燃

転

費

用

の

負

担

を

軽

減

す

る

仕

組

み

の

構

築

を

目

指

す

。

同

コ

ン

ソ

ー

シ

ア

ム

か

ら

の

Ｊ

ク

レ

ジ

ッ

ト

の

調

達

も

検

討

す

る

。


